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慾
お
れ
寧
し
い
円
九

争
点
点
的
協
議
会
条
例
的
制
定
水
防
訟
の
万
淡
に
つ
い
て

同
町
議
会
に
つ
い
て
必
婆
な
帯
域
や
」
定
ー
均
整
P
め
仮
説
及
ひ
そ
の
名
仏
悼
の
変
更
に

る

も

の

つ

い

て

久

与

{

不

在

日

V

市
絡
の
令
部
に

魯
品
特
別
会
計
量
例
的
制
定
公
共
哨
つ
い
て
れ
は
岩
去
一
市
を
実
絡
す
る
も
の

地
車
得
事
業
特
別
会
計
を
設
択
す
る
と
。
下
の
い
児
域
泣
ひ
そ
の
名
称
め
変
更
に

y
}
J
h
u
h
u

持
別
会
計
条
例
の
桜
山
崎
山
抗
A
H

つ
い
て
、
円
前
叫
下
土
地
返
漏
出
笠
湾
事
業

等
b
一

閉

山

る

も

の

同

浩

一

打

に

浮

い

、

宇

内

災

域

主

ひ

そ

れ

争
市
職
員
定
位
条
例
的
一
部
改
正
芸
名
社
告
変
剖
ん
す
る
も
の

点
出
叫
且
苛
の
棋
行
体
制
を
確
立
す
る
た
内
骨
一
刑
務
的
撫
治
議
液
に
つ
い
て
中
前

漁
民
主
設
キ
九
増
員
十
司
令
も
の
市
有
墓
地
空
中
峠
布
石
装
地
絞
注
総
札
口

争
+
市
納
H

判
7

ザ

ス

ホ

ム

の

設

笹

止

に

対

L
議
品
山
崎
削
減
す
る
も
約

び
や
ぷ
日
現
に
織
す
る
条
例
的
一
部
改
正
費
量
的
問
機
約
認
定
に
ご
と

ヰ
抑
制
線
以
内
的
吟
則
市
泣
ひ
妥
伯
尚
学
H
M
専
に
ゆ
哨
何
時
年
政
市
役
食
品
川
被
ぷ
子
持

お
け
る
村
山
学
総
鋭
化
に
伴
い
、
づ
、
サ

ス
ホ
ー
ム
め
判
刑
者
内
総
似
合
、
市
内

め
協
鳴
り
明
、
い
ず
れ
ま
ぶ
だ
椛
昔
肉
料
開

と
、
今
後
め
ト
駒
内
出
開
高
め
増
加
等
を
考
慮

し
料
問
診
さ
れ
た
も
め
で
す
c

新
設
銭
前
一
は
、
日
川
け
は
N
g
口
F{屯さ

れ
て
い
る
や
市
議
会
議
長
選
挙
か
ら
実
地

い
た
し
ま
す

L

投
判
品
所
が
変
更
さ
れ
る

十々
は
4

一
流
な
く
と
さ
い

人£uv 
p
h
u
 

《

u
d

n
H
U
 

『

t
'

選
挙
人
名
簿
の
笠
お
は
、
毎
年
9
日
付

2
H
に
行
わ
れ
ま
す
か
、
九
7
年
度
内
在

日
目
者
数
は
ア
万
8
9
6
6
人
で
、
昨
年

度
に
比
べ
る
と
，

2
1
8
8
人
増
加
と

ま
し
た
ま
た
、
前
向
の
選
挙
時
一
級

初
日
年
一
と
比
較
す
る
と
、

G
n
u
-
8
3
J

人
杓
山
%
増
加
し
て
い
ま
す

選
挙
人
名
簿

登
錦
者
数
は

520 
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私
選
ガ
悶
問
料
制
緩
総
入
す
る
際
、
議
決
の
居
安
と
し
℃

袋一肌〈

q
iク
〉
宅
跡
施
嗣
臨
し
掌
甘
か
、
帝
聴
時
悼
と
マ

i
ク世管

制
期
内
な
け
れ
ば
モ
mw役
割
は
累
tuせ
校
校
ι
向
。
ム
ザ
拘
削
除
、

と
の
消
費
者
マ
ー
ク
の
い
ろ
い
ろ
慢
と
綴
介
じ
絞
殺
舗

V
問
問
い
品
約
わ
付
」
市
民
生
活
祭

四
偶
然
は
多
種
多
同
町
内
謝
泌
が
お
附
則

η
、
あ
る
一
緩
め
安
全
築
単
に
合
格
し
れ
ん
次

市
場
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。
そ
め
中
内
ょ
う
も
製
ロ
開
仁
村
け
ら
れ
て
い
ま
ず
。

か
ら
よ
り
よ
い
蹴
河
口
附
そ
淡
い
同
安
と
し

@
S
7
1
グ
は
安
金
を
滅
後
し
な
け
れ

て
笈
一
部
は
宅
総
唱
織
的
弘
治
的
中
で
欠
く
ば
な
ら
な
い
製
品
検
索
縫
間
川
町
尽
力

こ
と
的
出
来
な
い
火
事
な
も
の
に
主
づ

h
U
9
1

黒川
V

収
力
が
ま
会
最
闘
用
車
へ
ル
メ

て
い
ま
す
u

待
包
め
生
活
に
か
か
わ
る
プ
雪
作
、
殺
胤
打
球
朋
ヘ
ル
メ
，
ト
魚
沼
抗
日
幼
児

窓
訟
は
、
慎
重
に
遂
げ
V

た
い
も
め
で
す
α

期
ベ
ノ
ド
?
な
ど
8
u
m
闘
に
付
け
い
ワ
れ
て

後

る

¥

、

ヴ

ノ

ク

L
L
辛子

一
事
ぽ
一
出
入
…
金
山
}
ト

@
S
G
サ
i
ク
は
阿
波
後
簡
単
で
あ
れ
ソ
、

る
抑
制
/
'
」
、
、
、

s

製
品
安
念
協
会
が
刊
記
念
し
た
製
品
し
か
し
、
一
方
で
は
欠
滋
磁
日
開
害
使
っ

以
↓
一
朝
日

3
3
5
Z喜

2
2
Sえ

る
と
、
議

開

立

平

冨

出

雲

用

品

目

u
間口
u
m
w
ス
ボ
}
ツ
匂
レ
ン
半
数
や
火
災
向
原
肉
に
な
り
か
ね
ま
せ

R

y

s

-

-

1

i

羽
日
間
口
n山
む
ぷ
ゆ
き
件
後
同
M
m
g

ん
。
こ
の
よ
う
な
案
全
壊
滅
芝

S
マ
ー
ク
と
お
じ
?
?
タ
は
、
出
曲
目
会
川
訂
訂
品
目
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
安
全
ゃ
い
Abz
る
た
め
関
P
は
ぬ
組
惑
な

者
ふ
ぬ
附
聞
に
よ
る
事
紋
か
ら
守
る
た
め
、
前
年
間
湾
攻
在
)
心
也
気
用
ぷ
内
総
裁
、
脱
字
乞
甲
鵠
・
ム

F

Z

R

微
減
相
川
期
間
開
?
?
ク
に
よ
っ
て
潟
縦
し

号

事
wv刷

て

い

ま

す

。

用

マ

マ

¥

入

パ

ノ

甲

重

訳

語

サ

i
タ
は
、
検
波
上

気

全

ヘ

醐

F
I
J

銭

安

五

一

寸

斗

ま

た

は

請

さ

な

ど

か

ら

議

皮

肉

z
ノ
ρ
h
t
¥

宙
開
い
も
の
.
み
除
電
気
需
品

7
1
ク
は
、

緩
い
汎
削
川
口
削
は
怠
遠
の
生
活
を
便
利
に
比
鮎
制
約
九
品
同
町
皮
肉
低
い
F7rン
オ
や
間
間
明

そ
L
て
豊
か
に

i
て
〈
れ
ま
す
。
叫
出
回
路
な
と
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

砂金世話〉聞襲としてよ事!こ溝購

ー
日
、
街
頭
事
金
で
日
万
余
円

岸
辺
に
ア
ン
ト
か
群
殺
し
、

て
た
よ
う
な
稼
を
つ
け
て
践
に
そ
よ
い

?
、
。

マ

bx
ア
y
は
日
本
各
地
内
沼
議
、
川
川
山
町
庁

別
帥
埼
な
ど
に
生
育
し
唱
覇
市
?
と
後
内
訟

の
地
下
茎
ふ
一
山
中
に
走
ら
廿
、
し
人
勝
決

血
獄
い
羽
根
共
問
問
募
金
渓
裁
が
ス
タ

i
ト

「
わ
か
ち
あ
も
フ
紙
十
比
甘
い

を
ス
口
!
庁
、
/
に
、
今

年
も
刊
月
1
日
か
ら
部

い
刑
制
機
化
ハ
同
募
金
連
動

が
始
ま
り
ま
し
た

c

こ
の
運
動
は
セ
今
和会

で
淡
関
市
内
で
も
初
日
町
山
汚
1

日
に
は
、
設
孫
子
訳
、
事
八
五
A
W
釈、

湖
北
駅
、
布
注
釈
で
泌
総
H
都
品
脱
が
行

わ
れ
、
日
万
1
5
9
6河
川
内
線
就
が

議タ
(いね草寺}

ま
た
5
H円
減
m
山部
'w
叫
淑
で
は
、
付
加
れ

た
獲
が
り
刊
h

法
ヲ
ヲ
や
ア
ン
原
で
‘
オ
オ
ヨ

ン
キ
リ
が
南
町
叫
に
、
ギ
ョ
キ
3

Jペ

キ

ョ
キ
ヨ
ン
、
ケ
ケ
ン
ケ
ケ

y
と
同
町
み
和
い

の
日
b
長
さ
〈
向
剥
い
で
そ
え
い
ず
る
光
U

慌

に
、
向
と
も
滋
え
な
い
議
僚
を
市
首
ー
と
る
ロ

・
校
久
間
同
位
行
)

品
質
検
査
に

命
的
附
し
た
釈
だ
け
に
つ
け
ら
れ
る
も
め

で
、
憤
表
内
容
は
、
品
質
は
む
と
よ
り

樋
格
、
正
味
薬
品
胤
、
と

7
蹴倒肉付
M
な
ど

い
て
も
ふ
J

ぉ

y
グ
匁
ぐ
れ
て
い
ま
す

η

精米議

接定荒マーさフ

;p 

n
削
減
が
良
く
て
お
い
し
い
未
は
、
何

を
一
義
棋
に
選
ん
だ
ら
い
い
か
迷
わ
れ
た
*
紫
不
が
つ
い
て
い
る
か
h
絶
対
一
安
心

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
"
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
か

役
仁
立
つ
の
が
「
検
-h演
し
マ

i
ク
亡
す
む
と
つ
の

g
安
と

L
て
叩
!
ク
告
じ
よ
、
っ

ヂ
に
市
泌
す
る
と
と
も
に
製
品
約
執

り
段
い
に
は
丘
一
窓
し
ま
し
ょ
う
。

中

央

学

波

大

学

市
民
大
学
時
韓
議
唾
生

，鑑型砂

も-

と
附
閥
単
に
紛
れ
ま
す
a

いw
m
角
に
明
り
、

か
も
で
絡
ん
で
、
家
庭
コ
ミ
絞
緩
お
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

U 

り

v
場
所
中
実
学
波
大
学
研
究
州

V
募
集
人
教
科
講
波
別
名
で
1
人
2

議
機
ま
寸
俊
神
問
符
{
免
税
瀬
川
ソ
フ

ン
入
門
は
問
歳
以
上
初
非
同
未
満
の

H
J

V
務
油
禁
無
料
(
パ
ソ
コ
ン
入
門
的

み
紋
付
費
と
し
て
3
6
0
0
m
n
日

?
応
募
方
法
印
刊
行
部
mn
ま
で
に
、
ハ

カ
キ
ド
ト
住
所
、
氏
名
、
年
鈴
、
後
活
協
甘

号、

m
市
刊
消
滅
液
晶
を
明
ぷ

1
、
災
孫
子

1
6
uの
4
紋
府
内
袋
民
会
代
会
数
台
市
部
ヘ

ザ
附
問
い
合
わ
せ
社
会
教
脅
諮

官
〈
叫
ぃ

1
1
5
1

女
こ
ん
公
二
ど
に
泌
慾
を

波
乱
問
的
内
什
総
は
、
判
削
れ
た
ヒ
/
、
コ

数
近
、
一
一
郎
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
波
線
、
ゴ
え
の
山
山
し
方
が
守
ら
れ
て

ツ
、
車
ラ
え
を
入
れ
る
存
器
℃
す

d

u
$
U
と
ニ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
縄
拭
獄
化
事
畿
は
、
管
占
。
ん
の
抽
出
力
な
し
北
抵

同措党
H
H
刊
一
茶
わ
ん
2

M
間j
小
誌
な
ど
内
川
州

議
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
ゴ
ミ
捻
渓
し
〈
取
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
Q

2

F
物
横
)
比
入
れ
な
い
で
く
幻
答
い
。

り
|
ン
セ
ン
タ
;
げ
な
融
機
衿
ち
込
む
か
、
な
お
、
校
総
別
自
校
総
と
フ
之
の
正
L

池
川
湾
総
斡
に
依
州
開
い
て
〈
だ
さ
い
〉
い
分
け
労
、
山
山
し
方
に
つ
い
て
の
パ
ン

ん
だ
し
、
帳
葉
市
崎
棄
物
〈
支
出
期
的
取
ツ
レ
ゾ

t
は
、
市
役
所
市
民
課
各

ハ
リ
伸
明
し
ブ
ミ
)
は
除
き
ま
す
。
所
に
裁
い
て
あ
り
ま
す
の
ぞ
、
ご
斜

計
打
川
の
出
し
カ
下
一

γ
f書
室

タ
i
ナ

イ

フ

な

と

で

切

る

官

(

約

〉

0
0
1
5

あ

LLill 

歌
集
「
…
ヴ
ピ
ム
ペ
リ
ン
h

ス
め
H
U

々
一
で
、
宮
内
-
一
介
一
文
学
rwγ
ん
か
め
附
附
で
採
れ

今
年
可
愛
欲
人
に
閥
ら
れ
る
義
代
歌
主
守
主
践
し
た
李
で
あ
る
一
一

人
協
会
員
会
受
賞
し
た
坂
井
修
一
さ
ん
・
的
仙
聞
け
ば
隣
る
る
や
う
に
散
る
や
F

は
、
本
町
に
お
仲
は
ま
い
の
お
託
…
工
学
助
仰
に
践
を
仕
掛
け
る
や
つ
に
黙
り
わ
ね
ゐ

土
勺
通
産
省
工
業
後
総
仲
間
気
ず
校
間
休
部
・
し
ん
脳
に
ち
か
ヴ
く
凶
同
日
刊
誌
つ
つ

合
研
究
所
で
術
開
開
科
や
め
緋
究
を
す
る
か
き
り
も
あ
ら
す
伐
的
中
池
山
訟
は

体
的
、
句
、
川
駄
を
ゆ
み
、
初
附
ソ
す
み
く

京
大
品
川
下
中
川
U

M

日
仏
め
一
地
友
人
的
思

料
に
W
M
介
祭
れ
、
歌
会
わ
」
川
匂
ね
た
め
が

会

J

力
ケ
て
い
同
散
を
円
り
始
め
ど

そ
の
敷
金
で
知
り
合
勺
た
殺
人
的
鳥
山
布
一γ

あ
き
下
、
円
hmm淡
炎
惑
か
結
成
し
れ
一
枚

H
U
「
か
り
ん
い
に
入
金
，
昭
和
珂
年
に
は
‘

山
中
〈
も
町
内
歌
研
究
新
人
伝
の
次
慌
に
鰯

号、た「
ラ
ビ
ュ
リ

f
r
欠
的
自
口
々
に
は
、

加
議
か
‘
り
げ
一
段
ま
で
に
称
略
表
し
た
欲
的

ヘ
白
滋
め
中
か
・
り
…
九
百
五

i
h市
小
骨
日
今
選

ん
で
い
る
、

i

j

ソン

4

へ
と
は
泌

販
売
市
相
、
小
売
屈
に

引
き
取
り
依
頼
佐
官

テ

ス
テ
レ
オ
な

ど
の
山
総
大
公

E
は
、
一
周
い
換
え
持
に
開
削

ん
川
市
問
、
小
一
完
成
に
引
き
取
り
を
後
給
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
会
、
y

叫
ん
出
会

単
位
て
ま
と
ま
れ
は
年

zm州
制
限
校
校
給
併

を
行
っ
て
い
ま
?
の
州
、
、
日
山
間
等
に
つ

い
て
は
、
ク
リ
:
シ
セ
ン
タ

i
と
事
前

い
い
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

器

開

吋

持

ち

込

恥

む

か

輯
野
一
狩
待
機
穏
に
依
較
を

引
紙
し
子
、
~
な
と
の
主
フ
に
、

4

時

約
に
多
H
M
に
山
山
る
守
句
、
は
、
山
円
分
で
ク

小
川
人
的

τぉ
チ
さ
ん

ι昭
和
印
年
仁
、

全
民
社
州
知
結
後
約
ゲ
什
わ
れ
ま

γ

こ
の
緩
品
開
山
川
、
犯
燃
や
ん
Y
年
A
hを

任
問
け
し
、
山
wmん
れ
で
伶
み
よ
い
地
域
役
会

全
閉
山
一
斉
心
行
わ
れ

第31関現代歌人

協会賞を受

奴
持
さ
え
め
ぷ
で
も
あ
ろ
フ

n

「4
4
ま
込
む
こ
と
は
楽
し
み

よ
り
も
苦
し
み
カ
多
い
の
で
す

か
、
時
間
に
紛
え
ら
れ
る
秋
を

作
り
た
い
て

T
ね
V

献
し
い
ラ
イ
バ
ル

f
あ
る
と

い
う
ご
た
安
門
今
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